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１ 研究の目的 

（１）背景・目的 

山口県内で醸造される日本酒への需要が高まる中、産地からの酒米供給は
この伸びに追随できず、供給率は70％程度にとどまっている（平成27年当時）。 
急速な酒米への需要拡大に対応するため、酒米の品種特性及び適性を基に

した良質安定栽培技術を確立する。また、ドローン等のICT（情報通信技術）
を活用し、分かり易い栽培支援システムを構築する。 

 

（２）到達目標 

山田錦の収量420 kg/10a以上、西都の雫は480 kg/10a以上、両品種ともに
品質１等以上が確保可能な酒米の栽培技術を開発するとともに、酒米生産者
が酒米の収量向上と醸造適性の向上も含めた品質向上や経営判断が可能と
なる「酒米栽培マニュアル」を作成する。 

 
２ 成果の概要 
（１）「山田錦」の栽培特性と栽培基準 

ア 収量と品質の目標値の達成のための適正籾数の目安は、収穫作業と品
質確保の面からは 21,000粒/㎡以下となり、収量確保の面からは 19,000
粒/㎡以上である。基肥が生育と収量に及ぼす効果は小さいが、中山間
地では初期生育の確保のため窒素２～３kg/10a 程度を施用する必要が
ある。 

イ 移植期を遅らせると収量や整粒歩合が低下することから、平坦部にお
ける移植適期の目安は 6月 9日頃である（図１）。 

ウ 穂肥１回目（出穂 20 日前、幼穂長２mm 以上）と２回目（１回目の７
日後）の㎡当たり籾数を増加させる効果は同等で、穂肥２回目の施用は
登熟を促進することから（表１）、穂肥窒素の施肥基準は１回目、２回
目ともに２kg/10aである。 

 
（２）「西都の雫」の栽培特性と栽培基準 

ア 幼穂形成期（－25日）までは生育量や葉色、SPAD値に、基肥窒素施用
量による差が現われにくい。 

イ 基肥窒素施用量は２kg程度、穂肥については、収量確保のため、１回
目の穂肥は幼穂形成期（出穂前25日）より遅く施用し、２回目は減数分
裂期（出穂前10日）の施用が適する。 



 

（３）生育診断技術による穂肥施用基準の作成 
ア ドローン等を活用した低層リモートセンシング１）により、迅速に「山
田錦」の窒素吸収量を推測できる（図２）。 

イ 窒素吸収量と籾数の関係から算出した適正籾数や玄米タンパク含量
を目標値とする時の穂揃期の目標 S1値２）は 31～35である（図３、４）。
また、穂肥が S1 値に与える変化量を考慮する計算式により、幼穂形成
期及び減数分裂期における適正穂肥量を算出できる（表２）。 

ウ 現地実証ほ場４カ所において、センター内のデータで開発したセンシ
ングに基づく穂肥量の決定により、大半のほ場で目標収量の 420㎏/10a
以上が確保され、適応性が認められる。 

  
（４）酒米新技術の経済性 

新技術の 10a あたり売上高は 109,434～143,218 円で、主食用品種等に
比べ 24,324～57,575円高く、利潤も 20,468～51,080円多くなるなど、主
食用品種等に比べ高い収益性が得られる（表３）。 

 

３ 成果の活用 

（１）「山田錦」の品種特性や酒造適性の向上を踏まえた栽培基準や生育診
断技術、経営判断指標を盛り込んだ「酒米栽培マニュアル」を平成31年3
月末までに作成し、平成31年産の作付けから活用できる。 

（２）マニュアルを反映した地域版の栽培暦を作成することにより、地域特
性に応じた栽培法の定着ができる。 

（３）ドローンを活用した生育診断技術については、低コスト化や性能向上
とともに、ICTが普及することによって、利用が促進されると見込まれる。 

 
脚注 １) 低層リモートセンシングはドローン等にセンサを搭載し、地表（作物等）を観測すること 

２）Ｓ１値はセンサから得られる出力値。センサがレーザーを照射し、稲体から反射した値を 
計測するため、天候による影響が少ないのが特徴。 

    
 

４ 主なデータ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

表１ 「山田錦」の地力差がある圃場における穂肥施用法が収量および 

図１ 移植期、穂肥施用と収量、整粒歩合の関係 図２ S1 値と窒素吸収量の関係 



 

収量構成要素に及ぼす効果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
表２  各生育ステージのＳ１値から適正籾数を得るための算出式 

 

 

 

 

 

 

表３ 「山田錦」新技術と主食用品種等の経済性比較（実証地別３カ年平均値） 

図３ 適正籾数を確保するための目標 S1値 

収量(kg/a) ㎡当たり 千粒重 登熟歩合 登熟量
ほ場地力 2.0mm 籾数 (g) (%)

穂肥体系区 以上 （×100） ① ② ①×②
地力中庸
0-0区３か年平均 38.7 181 27.5 73.9 2035

穂肥効果 （100） （100） （100） （100） （100）
0-2区 107 110 101 93 95
2-0区 106 110 102 97 101
2-2区 115 118 103 96 98
4-0区 124 127 103 100 103

分散分析　H28 ** ** ns * -
H29 * * * ** -
H30 * ** ns * -

高地力
0-0区３か年平均 43.5 193 27.8 75.4 2086

穂肥効果 （100） （100） （100） （100） （100）
0-2区 107 112 102 98 101
2-0区 109 112 102 101 102
1-1区 111 111 102 101 103
2-2区 116 117 103 101 102

分散分析　H28 ns * ns ns -
H29 ** ** * ns -
H30 ns * ns ns -

穂肥の体系は穂肥1回目（出穂前20日）と穂肥2回目の窒素施用量であ
る。穂肥効果は0-0区を100とし、各々の穂肥体系区の比率である。地
力中庸ほ場の4-0、0-2は２か年の平均である。

図４ 玄米タンパク含量を抑えるための目標 S1値 

31 35 

診断時期

幼穂形成期 　Y＝2(T-S1/C-S1×100-100)/(-0.3407×S1+30.019)

減数分裂期 　Y＝2(T-S1/C-S1×100-100)/(-0.5932×S1+39.796)

Y：穂肥量　T-S1：目標とするS1値（31～35）　C-S1：測定したS1値
※目標S1値はほ場の特性や気象条件等を考慮して決定 

予測式



 

 



より良い日本酒づくりのためのＩＣＴを活用した 
酒米の栽培支援システムの確立 

【技術の活用】 
試験結果を反映させた「酒米栽培マニュアル」を作成し、新規に栽培する法人などが収量 
および品質向上を実現するための栽培技術を分かりやすく提案する。 

【生育診断技術による穂肥施用基準の作成】 

3～4m 

現地ほ場 

【成果】 
◆生育期間中のS1値と酒米の窒素吸収量は相関が高く、精度よく生育量を推測できる。 
◆穂揃い期のS1値は㎡あたり籾数や玄米タンパク含量と相関があるため、籾数及び品質を 
   適正に保つための目標S1値を設定できる。 
◆穂肥がS1値に与える変化量を考慮する計算式により、幼穂形成期及び減数分裂期に 
   おける適正穂肥量を算出できる。 

【山田錦の特性と栽培法】 

【背景・目的】 
日本酒の需要が高まり、高品質な酒米の生産拡大が求められている。 
このため、情報通信技術（ICT）を活用して酒米の生育を数値化し、追肥等の栽培管理に 
役立てる技術の開発を行う。 

【成果】 

◆基肥が生育と収量に及ぼす効果は小さいが、中山間地では初期生育の確保のため 

 窒素2～3kg/10a程度を施用する。 

◆移植期を遅らせると収量や整粒歩合が低下することから、平坦部における移植適期の 

 目安は６月９日を中心とする６月5日～15日頃である。 

◆穂肥１回目と２回目の㎡当たり籾数を増加させる効果は同等で、穂肥2回目の施用は 

 登熟を促進することから、穂肥窒素の施肥基準は１回目、２回目ともに2kg/10aである。 

図 S1値と窒素吸収量の関係 
レーザ式生育センサを「ドローン」等に搭載し、 
地上3～４ｍの高さからＳ1値を測定 

（農業技術部）土地利用作物研究室・資源循環研究室 
（本   部）経営高度化研究室 
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